
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
昨
年
暮
れ

か
ら
お
正
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
２
度
目
の
出
場
を

果
た
し
、
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
出
。
こ
の
試
合

の
際
に
は
、
連
日
多
く
の
同
窓
生
の
方
や
、

退
職
さ
れ
た
先
生
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
り
、お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
お

正
月
の
テ
レ
ビ
番
組
で
本
校
吹
奏
楽
の
活
動

の
一
端
が
紹
介
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の
純
粋
な

心
が
伝
わ
る
番
組
と
な
り
、
多
く
の
方
か
ら

反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

昨
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
、
男
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
、
体
操
競
技
部
が
出
場
、
国
体
に

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
関
東
大
会
に
は
、

男
子
お
よ
び
女
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
吹
奏
楽
部
は
全
国
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー

ジ
大
会
で
の
優
勝
な
ど
の
活
躍
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
音
楽
部
や
ダ
ン
ス
部
も
全
国
大
会

に
進
出
す
る
バ
ン
ド
や
チ
ー
ム
が
あ
り
、
総

じ
て
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
進
路
先
で
す
が
、
以
前
は
駒
澤
大

学
に
推
薦
さ
れ
る
生
徒
が
80
％
前
後
の
時
代

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
変
化
が

出
て
い
ま
す
。
大
学
へ
の
進
学
率
は
約
95
％

近
く
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
駒
澤
大
学
へ
の

内
部
推
薦
者
は
65
％
、
一
般
入
試
を
経
て
駒

澤
大
学
に
入
学
す
る
者
を
含
め
て
も
70
％
を

や
や
下
回
る
数
字
で
す
。
一
方
で
他
大
学
で

は
、
い
わ
ゆ
るGM

ARCH

以
上
の
上
位
校

に
も
進
学
す
る
生
徒
が
お
り
、
平
成
27
年
度

で
は
65
名
の
合
格
者
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、
駒
澤
大
学
に
は
な
い
学
部
、
例
え

ば
医
学
薬
学
系
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
保
健
衛
生

系
、
教
育
系
、
情
報
系
、
保
育
系
、
看
護
系

な
ど
の
学
部
に
進
学
す
る
生
徒
も
相
応
に
い

て
、
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
駒
澤
大
学
の
一
翼
を
担
う
付
属
高
校

で
す
の
で
、
近
年
で
は
大
学
の
教
授
陣
か
ら

の
模
擬
授
業
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
卒
業

生
か
ら
話
を
聞
く
機
会
、
大
学
の
ゼ
ミ
へ
の

参
加
な
ど
も
計
画
し
て
、
駒
澤
大
学
と
の
高

大
接
続
連
携
を
一
層
強
化
す
る
実
践
を
行
い

つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
は
同
窓
会
65
周
年
の
記
念
総
会
が
開

催
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆

様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
近
況
に
つ
い
て

　

校
長　

貫
井　
　

洋　

　

同
窓
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
日
頃
よ
り
本
校
に
対
し
て
は
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

を
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
新
報
発
刊
に
際
し
、
学
校
の
近
況

を
少
し
お
伝
え
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、

新
入
生
５
４
３
名
を
迎
え
て
、
全
校
で
は

１
５
５
９
名
の
生
徒
数
が
日
々
、
勉
学
は
も

と
よ
り
部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
の
新
報
を
お
読
み
の
方
の
中

に
は
、
男
子
校
時
代
の
方
も
多
く
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
平
成
７
年
度
に
共
学
化
し

て
以
来
早
20
年
余
り
が
経
過
し
、
28
年
度
の

新
入
生
で
初
め
て
女
子
の
入
学
者
数
が
男
子

ま
す
様
、
微
力
な
が
ら
役
員
の
皆
様
と
共
に

鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
お
陰
様
を
持

ち
ま
し
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
窓
会
に
も
若
い
力
、
新
し
い
力
が
入
っ
て

参
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
が
作
り
上

げ
て
来
ま
し
た
同
窓
会
活
動
を
絶
や
す
事
の

な
い
様
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
こ
こ
最
近
に
お
き
ま
し
て
は
学
校

を
取
り
巻
く
環
境
は
色
々
な
面
で
急
速
に
変

化
し
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
同
窓
会
と
致
し

ま
し
て
も
学
校
側
と
常
に
情
報
交
換
の
機
会

を
持
ち
、
何
事
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を

作
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
同
窓
会
創
立
65
周
年
記
念
の
年

に
当
た
り
ま
す
。
今
回
の
同
窓
新
報
65
周
年

記
念
号
に
て
、
ご
案
内
致
し
ま
し
た
通
り
、

本
年
10
月
16
日
（
日
曜
日
）
に
記
念
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
是
非
多
く
の
諸

先
輩
、
教
職
員
、
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
出
席

賜
り
た
く
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
初
は
、
学
校
で
の
開
催
を
計
画
致
し
ま
し

た
が
、
学
校
で
の
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
駒

澤
大
学
の
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
を
借
用

す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。
宜
し
く
ご
配
慮
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
た
る
10
月
16
日
、
皆
様
の
懐
か
し
い
お

顔
を
拝
顔
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
色
々
と
情

報
交
換
が
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

同
窓
会
の
歩
み

同
窓
会
会
長　

関
根　

正
晴　

　

平
素
よ
り
、
同
窓
会
活
動
に
対
し
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
平
成
25
年
度
よ
り
駒
澤
大
学
高
等
学
校

同
窓
会
の
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
っ
て
早
や
３

年
の
月
日
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

「
同
窓
新
報
」
第
49
号
（
平
成
26
年
８
月
１

日
発
行
）
を
最
後
に
同
窓
新
報
の
発
行
が

滞
っ
て
お
り
ま
す
事
、
こ
の
場
を
お
借
り
致

し
ま
し
て
、心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
と
致
し
ま
し
て
は
、
月
１
回

の
役
員
会
の
開
催
、
旃
檀
会
・
一
如
会
と
の

連
携
、
新
企
画
と
し
て
の
納
涼
祭
（
年
１

回
）
の
開
催
な
ど
を
始
め
、
同
窓
会
会
則
の

見
直
し
を
行
い
、
５
年
に
一
度
の
記
念
総
会

の
開
催
、
同
窓
会
年
会
費
の
増
額
、
各
部
部

活
動
の
活
躍
に
対
す
る
褒
賞
金
制
度
の
確
立

等
々
、
少
し
で
も
多
く
の
皆
様
に
同
窓
会
の

存
在
を
知
っ
て
頂
き
、
更
な
る
ご
協
力
頂
け
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65
周
年
案
内

準
備
委
員

　

駒
澤
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
は
、
本
年
で

65
周
年
を
迎
え
ま
す
。
創
立
65
周
年
を
記
念

致
し
ま
し
て
、
10
月
16
日
（
日
）
に
駒
澤
大

学
深
沢
校
舎
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
65
周
年

記
念
式
典
を
執
り
行
い
ま
す
。
10
時
30
分
よ

り
受
付
で
、
11
時
よ
り
開
式
し
ま
す
。
記
念

講
演
と
致
し
ま
し
て
は
、
本
校
卒
業
生
で
歌

手
の
小
栗
慎
介
氏
（
48
期
）
の
歌
声
を
ご
披

露
し
ま
す
。
そ
の
後
、
12
時
30
分
よ
り
懇
親

会
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
役
員
一

丸
と
な
っ
て
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
ま

す
。
是
非
と
も
記
憶
に
残
る
記
念
総
会
に
な

る
よ
う
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
同
窓
新
報
の
中
で
紹
介
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。是
非
御
覧
に
な
っ
て
、

沢
山
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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た
ち
と
共
に
夢
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。
何

を
や
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
失
敗
の
連
続
で
す

が
、
生
徒
と
共
に
、
駒
大
高
校
と
共
に
、
成

長
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
今
後
と
も
、
駒
大

高
校
へ
の
、
愛
情
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

教
務
部
長　

濱
田　

敏
明　

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
教
務
部
長
を
務
め
、

同
窓
会
顧
問
と
な
り
ま
し
た
濱
田
敏
明
と
申

し
ま
す
。

　

東
京
工
業
大
学
数
学
科
を
卒
業
後
30
余

年
、
数
学
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
理
系
の
単
位
数
の
多
い
数
学
の
授
業

を
持
つ
こ
と
が
多
く
、
授
業
を
受
け
持
っ
た

ク
ラ
ス
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
覚
え
て

い
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
光

栄
に
存
じ
ま
す
。

　

部
活
動
の
顧
問
は
数
学
研
究
部
と
現
在
の

音
楽
部
が
長
い
の
で
す
が
、
佐
野
文
啓
先
生

の
代
わ
り
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
、
柔
道
部
の
海

外
合
宿
に
坪
井
久
先
生
、
宮
健
二
先
生
と
何

度
も
同
行
で
き
た
の
は
と
て
も
良
い
思
い
出

で
す
。

　

校
務
で
は
長
ら
く
成
績
等
の
デ
ー
タ
処
理

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
教
務
部
長
の
前
は

進
路
部
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
本
校
の

進
路
指
導
も
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
駒
澤
大
学
高
校
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
多
く
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
角
度
か
ら
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

本
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
同
窓
会
の
皆

様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
部
長　

大
野　

祥
司　

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
総
務
部
長
と
な
り
ま

し
た
大
野
祥
司
と
申
し
ま
す
。
駒
大
高
校
の

た
め
に
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
青
山
学
院
大
学
を
卒
業
し

ま
し
て
、
３
年
ほ
ど
企
業
勤
め
を
し
て
い
ま

し
た
。
26
歳
の
と
き
に
駒
大
高
校
の
教
員
と

な
り
、
今
年
で
19
年
目
に
な
り
ま
す
。
本
当

に
あ
っ
と
い
う
間
の
19
年
間
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
公
民
科
の
教
員
と
し
て
は
、
同
じ

教
科
の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
そ
し
て

生
徒
に
も
助
け
ら
れ
た
19
年
間
で
し
た
。
本

当
に
感
謝
で
す
。
担
任
と
し
て
は
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
者
で
す
が
、
愛
情
・
温
情
を
も
っ
て

何
と
か
４
回
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
と
し
て
は
、
冬

の
全
国
大
会
優
勝
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全

国
優
勝
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
、
選
手

事
務
長　

井
澤　

治
男　

　

法
人
諸
学
校
間
の
異
動
に
よ
り
、
４
月
に

前
任
の
池
墻
事
務
長
の
後
任
と
し
て
駒
澤
大

学
か
ら
参
り
ま
し
た
井
澤
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
は
現
在
、
会
員
数
２
万
８
千
人
超

の
大
き
な
組
織
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生

の
皆
様
に
は
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
日
頃
よ
り
本
校
発
展
の
た
め
に
ご

支
援
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
57
年
３
月
に
駒
澤
大
学
を
卒

業
し
、
縁
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
大
学
の
職
員
と

し
て
勤
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
同
窓

会
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
同
窓
会
は
近
く
て
遠
い
存
在

だ
っ
た
よ
う
な
想
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
私
に
、
同
窓
会
顧
問
が
果
た
し
て
務
ま

る
の
か
些
か
不
安
な
気
持
ち
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
駒
高
生
を
魅
力
あ
る
人
間
と
し
て
大

学
・
社
会
に
送
り
出
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
同
窓
生
の
皆
様
が
築
き
上
げ

て
き
た
本
校
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
行
学

一
如
」
を
活
か
し
た
魅
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文化講演会報告2014
　平成26年12月12日に、駒澤大学高等学校新体育館におきまして、同窓会主催の文化講演会を行いました。平成26年度は、テレビなどメディ
アで大活躍中の本村健太郎弁護士にお願いしました。生徒達もテレビで見たことがあるということで親しみやすく、内容も耳に入りやすいだ
ろうと考えました。本村弁護士は弁護士を目指したきっかけや、弁護士としての職務について、また大変だった事例などをわかりやすく、時
にコミカルに話して頂きました。今回の講演会では事前に生徒へ、本村弁護士へ聞きたいことなど、アンケートを行いました。講演の中で本
村弁護士もそのアンケートからいくつか質問に答えて頂きました。さすがにテレビなどで幅広く活躍されている方だけあって、自らが壇上か
ら降りて生徒達へ質問をしたりするなど、生徒達が飽きないように工夫を凝らされたパフォーマンスでした。高校生対象ということで、自ら
の勉強法なども語って頂き、大満足の講演会となりました。質問が採用された者には直筆の色紙をプレゼントして下さるなどサービス精神旺
盛な方でした。

文化講演会報告2015
　平成27年12月19日、駒澤大学高等学校新体育館が寄席に変化しました。同窓会主催の文化講演会は、駒澤大学出身の落語家、三遊亭遊馬
さんをお迎えしました。遊馬さんは平成26年度文化庁芸術大衆芸能部門の部大賞を受賞されています。現代の高校生には縁遠い落語ですが、
そこは話のプロ、噺家さんの実力がいかんなく発揮されました。出囃子のイントロクイズなど、生徒が興味を持ちやすそうな所から始まり、
江戸曲独楽を披露し、体験させてくれたりしてから、遊馬さんの「牛ほめ」という落語で締めました。最初は落語と言うことで、反応も鈍い
部分もありましたが、講演会の最後は拍手喝采。「面白かった」「落語を聞きに行きたい」「いいものをみた」など反応は上々。落語だけでなく、
江戸時代の文化の魅力を感じた生徒も多かったと思います。

65周年記念号平成28年８月１日　発行
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『 平 成 2 5 〜 2 6 年 度  役 員 総 会 　 開 催 報 告 』
平成25年度：平成25年５月18日（土）　ハイアットリージェンシー東京にて
平成26年度：平成26年５月17日（土）　ハイアットリージェンシー東京にて

65周年記念号平成28年８月１日　発行



同 窓 新 報（５）

『 平 成 2 7 年 度  役 員 総 会 　 開 催 報 告 』
平成27年５月16日（土）　駒澤大学高等学校  会議室にて

65周年記念号平成28年８月１日　発行

同窓会規約改正・年会費の改定について

　駒澤大学高等学校同窓会では、以前より

作られてきた同窓会の規約を現状に即した

形で尚且つ、諸先輩方の意志とかけ離れな

いように、規約を大幅に改正させて頂きま

した。この改正した規約については、同窓

新報の中に記してあります。また、長らく

2000円でした年会費も時代の流れに即し

て3000円に値上げさせて頂きましたこと

を、この場を借りてご報告させて頂きます。

なお、この議案については総会にてご了承

を受けております。宜しくお願い致します。



同 窓 新 報 （６）65周年記念号平成28年８月１日　発行

駒澤大学高等学校同窓会65周年記念総会のお知らせ
　駒澤大学高等学校同窓会は、本年で65周年を迎えます。65周年を記念致しまして、10月16日（日）に駒澤大学深沢校舎ア

カデミーホールで65周年記念式典を執り行います。10時30分より受付で、11時より開式します。記念講演と致しましては、

本校卒業生で歌手の小栗慎介氏（48期）の歌声をご披露します。その後、12時30分より懇親会を準備しております。本来で

したら、駒澤大学高等学校で行う予定でしたが、学校の都合により、駒澤大学深沢校舎を使用させて頂くことになりました。

同窓生に皆様におかれましては、ご不便をおかけしますが、是非とも多くのご参加をお待ち申し上げております。

　なお、参加に際しましては、お電話、ＦＡＸ、メールでお願い致します。

　締切は、9月16日（金）とさせて頂きたいと思います。

　また、駒澤大学高等学校同窓会のＨＰにもご連絡できるようにアップして

おきます。

　　電話番号  　　　03-3700-6131

　　ＦＡＸ番号  　　03-3708-7291

　　メールアドレス　info@komakou-dousoukai.net

◎ご返信の際は、お名前（フルネームで）・生年月日・年齢・卒業年（卒業期）

　を忘れずにご連絡、ご記入下さい。宜しくお願致します。

◇所在地：〒158-0081　東京都世田谷区深沢6-8-18

◇電車の場合：東急田園都市線「駒沢大学」駅より徒歩15分

◇バスの場合：以下をご参考下さい。

65周年記念総会
日時：平成28年10月16日（日）
　　　10：30　受付
　　　11：00　記念総会
　　　12：30　懇親会
場所：駒澤大学深沢校舎
会費：2,000円
　駒大高校卒業生であればどなたてもご参
加いただけます。
　参加申し込みは HP、電話、FAX、E メー
ルにてお願いいたします。
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英
明

18
期　

坂
田　

勝
夫

17
期　

山
崎　

敬
三

33
期　

今
井　

誠
司

20
期　

大
塚　

一
徳

15
期　

菅
沼　
　

勉

　
　
　
（
27
年
会
費
）

16
期　

白
井　

武
雄

36
期　

本
山　

隆
博

34
期　

関
根　

正
登

26
期　

山
崎　

金
康

59
期　

藤
森　
　

宗

16
期　

石
井　

早
苗

60
期　

高
木　

一
駿

　
　
　
（
27
年
会
費
）

27
期　

白
浜　

勇
二

20
期　

小
林　

正
治

　
　
　
（
27
年
会
費
）

15
期　

豊
川　

庸
大

10
期　

中
村　

信
義

49
期　

棟
方　

宣
之

26
期　

守
田　

憲
光

37
期　

中
野　
　

勉

1
期　

水
島　

貞
夫

17
期　

中
村　

正
明

27
期　

大
野　

秀
夫

59
期　

花
澤　

優
紀

　
　
　
（
25
年
会
費
）

40
期　

吉
池　
　

寛

30
期　

中
居　

弘
雄

17
期　

向
笠　
　

滋

30
期　

北
井　

敏
英

64
期　

泉　

佳
代
子

16
期　

本
田　

隆
志

　
　
　

(

26
～
30
年
会
費
）

61
期　

武
田　

綾
香

30
期　

矢
作　

明
彦

22
期　

深
谷　

吉
裕

　
　
　
（
27
年
会
費
）

16
期　

松
本　

裕
一

　
　
　
（
25
・
26
年
会
費
）

28
期　

井
上　
　

勉

32
期　

佐
藤　

明
彦

64
期　

山
中　

綾
音

55
期　

澤
田　
　

学

17
期　

石
渡　
　

進

26
期　

鈴
木　

輝
伯　

15
期　

北
原　

靖
樹

　
　
　

カ
ワ
カ
ミ
シ
ュ
ウ
セ
ン

43
期　

林　
　

宏
人

44
期　

久
野　

昭
紀

64
期　

藤
田　

力
也

38
期　

高
桑　

英
治

42
期　

小
柳　

智
海

32
期　

中
村　

正
法

64
期　

中
村　
　

想

24
期　

鈴
木　

節
夫

64
期　

村
田　

優
也

14
期　

清
石　

寛
孝

57
期　

大
久
保
翔
平

38
期　

田
中　

宏
明

11
期　

鈴
木　

正
治

16
期　

林　
　

則
雄

27
期　

上
條　

晴
久

23
期　

上
原　

一
浩

20
期　

貫
江　

博
之

64
期　

谷
脇　

勇
斗

　
　
　

池
野
喜
美
子

50
期　

亀
田　

雄
人（
現
教
員
）

50
期　

酒
井　

禅
悦

　
　
　

(

25
年
会
費
）

15
期　

大
石　

淳
夫

53
期　

石
川　

智
浩

16
期　

佐
藤　

和
行

　
　
　
（
27
年
会
費
）

10
期　

向
井　

三
陽

27
期　

土
屋　

朝
美

34
期　

葛
西　

好
雄

58
期　

齋
藤　

綾
華

47
期　

今
井　

智
之

35
期　

吉
田　

正
幸

19
期　

山
口　

幸
司

32
期　

藤
田　

浩
彦

50
期　

西
口　
　

克

18
期　

塩
山　
　

実

62
期　

河
田
奈
々
美

32
期　

田
中　

栄
二

45
期　

市
原　

英
典（
現
教
員
）

48
期　

市
原　

武
史

27
期　

過
外　

章
道

35
期　

藤
原　

英
郎

30
期　

百
瀬　

秀
樹

　
　
　

佐
藤　
　

正（
元
教
員
）

33
期　

市
川　

俊
洋

61
期　

田
中　

佑
樹

32
期　

三
須　
　

敦

18
期　

関
口　

恭
市

23
期　

中
原
金
四
郎

12
期　

川
島　

清
邦

16
期　

倉
本　

博
行

16
期　

諏
佐　

栄
一

26
期　

永
野　

晴
敏

43
期　

清
澤　

俊
史

61
期　

萩
生
田　

純

62
期　

篠
原　

裕
貴

17
期　

矢
島　

岩
雄

29
期　

上
杉　

敏
弘

60
期　

我
妻　

宏
樹

　
　
　
（
27
年
度
分
）

9
期　

高
村　
　

仁

32
期　

今
枝　

孝
介

60
期　

小
森　

寛
子

49
期　

成
田　

祐
子

19
期　

加
藤　

秀
宣

4
期　

菅
間　

一
成

　
　
　

浅
見　

利
男

61
期　

大
庭　

美
穂

39
期　

水
江　

康
就

42
期　

山
口　
　

拓

55
期　

千
葉　

侑
道

10
期　

関
根　

正
晴
（
会
長
）

16
期　

石
井　

光
彦

29
期　

岡　
　

雅
章

15
期　

河
村
不
二
雄

22
期　

横
川　

孝
夫

60
期　

衣
袋　

広
紀

40
期　

久
保　

勝
豊

25
期　

進
士　
　

徹

57
期　

小
張　

直
哉

1
期　

原　
　

正
男

3
期　

谷
口　

法
山

34
期　

井
伊　

英
明

　
　
　
（
旧
姓
・
水
野
）

17
期　

原　
　
　

章

5
期　

磯
部　

法
昭

12
期　

滝
口　

清
勝

30
期　

神
田　

祐
一

63
期　

永
森　

敦
士

平
成
26
年
度
会
費
現
金

59
期　

浅
賀　

新
平

10
期　

関
根　

正
晴

15
期　

高
木　

正
博

17
期　

中
原　

英
俊

24
期　

大
橋　

伸
吉

　
　
　

大
橋　

伸
吉　

様

　
　
　

息
子
様

25
期　

鈴
木　

俊
孝

　
　
　

鈴
木　

俊
孝　

様

　
　
　

息
子
様

26
期　

米
山　

正
行

米
山　

正
行　

息
子
様
2
名

26
期　

河
口　

正
之

26
期　

児
玉　

守
弘

27
期　

神
谷　

光
伸

33
期　

井
上　

誠
二（
現
教
頭
）

37
期　

大
里　

和
之

46
期　

田
中　

大
輔（
現
教
員
）

47
期　

加
藤　

寛
隆（
現
教
員
）

50
期　

亀
田　

雄
人（
現
教
員
）

50
期　

川
端　

教
郎（
現
教
員
）

51
期　

蒲
原
隼
一
郎（
現
教
員
）

53
期　

田
中　

敬
子

54
期　

國
生　

祥
雄（
現
教
員
）

62
期　

渡
邉　

知
義

　
　
　

七
川　

英
治

24
期　

田
中　

光
宏

　
　
　

浜
崎　

保
春

　
　
　

遠
藤　

広
一

　
　
　

井
田　

千
晴

　
　
　

北
見　

英
之

渡
部　

良
彦
（
2
名
分
）

32
期　

勝
呂　

大
作

　
　
　

鎌
田
真
佐
男

　
　
　

佐
野　

政
行

　
　
　

寺
島　
　

弘

　
　
　

柴
田　

真
行

　
　
　

白
鳥　

大

　
　
　

白
鳥　

正
志

　
　
　

広
瀬　

勝
司

　
　
　

鈴
木　

嗣
也

11
期　

玉
川　

勝
基

25
期　

原
田　

昌
幸

25
期　

原
田　

昌
幸

　
　
　
（
27
年
度
分
）

　
　
　

小
川　

昌
彦

　
　
　
（
26
・
27
年
度
分
）

　
　
　

濱
崎　

保
春

　
　
　
（
27
年
度
分
）

　
　
　

北　
　

晴
久

　
　
　
（
27
年
度
分
）

　
　
　

大
泉　

慶
介

平
成
26
年
度
寄
付
金

　
　
　

小
滝　
　

敏

15
期　

松
山　

克
雄

3
期　

大
谷　

康
憲

15
期　

平
野　
　

晋

11
期　

立
松　

敬
三

21
期　

蛭
町　

正
能

24
期　

浅
井　
　

達

33
期　

井
上　

誠
二

　
　
　
（
本
校
教
頭
）

22
期　

加
藤　
　

明

12
期　

林　
　

一
義

18
期　

續　
　

道
雄

17
期　

盛
田　
　

昇

26
期　

五
十
嵐
一
昭

13
期　

和
田　

修
道

23
期　

伊
藤　

良
一

　
　
　

小
林　

惣
八（
元
教
諭
）

33
期　

今
井　

誠
司

42
期　

小
柳　

智
海

32
期　

中
村　

正
法

　
　
　

池
野　

喜
美
子

　
　
　

広
谷　

五
郎（
元
教
諭
）

60
期　

我
妻　

宏
樹

平
成
27
年
度
会
費
振
込

61
期　

横
山　

正
慶

　
　
　
（
23
～
27
年
度
分
）

62
期　

柏
原　

悠
輝

27
期　

荒
木　

真
司

37
期　

佐
田　

圭
穂

61
期　

萩
生
田　

純

17
期　

唐
戸　

信
和

12
期　

松
井　

道
孝

24
期　

野
本　
　

斉

60
期　

菅
井　

崇
博

57
期　

菅
井　

竜
弘

　
　
　

若
月　

道
隆（
元
教
諭
）

30
期　

戸
谷　

浩
次

24
期　

橋
本　

恵
一

36
期　

内
藤　

賢
二

平
成
27
年
度
寄
付
金

12
期　

松
井　

道
孝

24
期　

橋
本　

恵
一

平
成
27
年
度
会
費
現
金

25
期　

内
藤　

昌
彦

1
期　

原　

正
男（
名
誉
役
員
）

10
期　

関
根　

正
晴（
現
会
長
）

11
期　

小
島　

正
治

13
期　

竹
原　

桂
一

17
期　

中
原　

英
俊

　
　
　
（
現
副
会
長
）

19
期　

鈴
木　

康
二

24
期　

大
橋　

伸
吉

24
期　

亀
ヶ
谷
純
一

24
期　

岩
岸　
　

孝

　
　
　
（
現
非
常
勤
講
師
）

25
期　

鈴
木　

俊
孝

　
　
　
（
現
副
会
長
）

26
期　

米
山　

正
行

26
期　

児
玉　

守
弘

26
期　

河
口　

正
之

26
期　

斉
藤　

周
一

26
期　

鮫
島　
　

茂

26
期　

森　
　

昭
二

26
期　

横
山　

好
治

26
期　

戸
谷　
　

積

27
期　

神
谷　

光
伸

32
期　

勝
呂　

大
作

32
期　

七
川　

英
治

32
期　

井
田　

千
晴

34
期　

紫
牟
田
浩
希

34
期　

戸
田　
　

毅

34
期　

斎
藤　

賢
一

34
期　

伊
藤　

宏
晃

34
期　

面
高
裕
一
郎

34
期　

宮
田　

健
志

37
期　

大
里　

和
之

38
期　

玉
川　

義
彦

43
期　

戸
田　

光
信（
現
教
諭
）

44
期　

原　

秀
剛

46
期　

田
中　

大
輔（
現
教
諭
）

38
期　

末
岩　

晃

47
期　

加
藤　

寛
隆（
現
教
諭
）

48
期　

杉
村　

暁
美（
現
教
諭
）

49
期　

伊
藤　

稔
之

49
期　

菅
谷　

正
和

50
期　

大
西　

秀
典

53
期　

田
中　

敬
子

56
期　

草
島　

文
勝

58
期　

清
水　

邦
彦

51
期　

中
村　

直
樹

　
　
　

秋
山　

進
治

63
期　

大
橋　

正
裕

60
期　

鈴
木　

英
明

61
期　

楠　

は
る
か

59
期　

岡
田　

修
一

13
期　

青
谷　

章
弘

51
期　

佐
藤　
　

淳

58
期　

渡
部　

良
輔

62
期　

渡
部　

智
彦

50
期　

津
田　

和
範

52
期　

津
田　

宜
範

57
期　

津
田　

昌
範

53
期　

和
井
田
剛
史

51
期　

飯
塚　
　

翔

58
期　

大
泉

60
期　

高
島

60
期　

保
坂　

朱
美

平
成
27
年
度
寄
付
金
現
金

同
窓
会
懇
親
会
ご
厚
志　

貫
井

校
長

納
涼
祭
ご
厚
志　

一
如
会　

玉

川　

孝
子

納
涼
祭
ご
厚
志　

一
如
会　

津

田　

晶
子

納
涼
祭
ご
厚
志　

一
如
会　

小

島　

正
治

納
涼
祭
ご
厚
志　

元
校
長　

鈴

木　

貞
雄

納
涼
祭
ご
厚
志　

元
教
諭　

井

上　

保
広

寄
付　

26
期
八
巻　

直
都
（
逝

去
・
お
母
様
か
ら
）

平
成
25
・
26
・
27
年
　
会
費
・
寄
付
金
納
入
者
芳
名
（
敬
称
略
）
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同 窓 新 報 （８）

大
会
出
場

【
２
０
１
５
年
の
主
な
活
躍
】

「
音
楽
部
」

・ 

軽
音
楽
連
盟　

都
大
会
及
び
全
国
大
会　

入
賞　
「
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
」

「
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
」

・ 

関
東
大
会
東
京
都
予
選
第
６
位
、
関
東
大

会
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
第
３
位

「
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

・ 

関
東
大
会
東
京
都
予
選
11
位
、
関
東
大
会

出
場

「
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

・ 

関
東
大
会
東
京
都
予
選　

団
体
戦　

準
優

勝
、
関
東
大
会
出
場

・ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選　

個
人
戦　

岩
田
・
熊
坂
ペ
ア
優
勝　

小
宅
・
梁
取
ペ
ア

準
優
勝
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

「
サ
ッ
カ
ー
部
」

・ 

第
94
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

東
京
都
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
、
全
国
大
会
ベ
ス

ト
８

「
ダ
ン
ス
部
」

・ 
第
８
回
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権　

全

国
決
勝
大
会
・
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
ス
出
場

【
２
０
１
６
年
の
主
な
活
躍
】

「
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
」

関
東
大
会
出
場

「
男
子
バ
レ
ー
部
」

関
東
大
会
出
場

「
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

関
東
大
会
出
場
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

「
サ
ッ
カ
ー
部
」

関
東
大
会
東
京
都
予
選
優
勝
、
関
東
大
会
優

勝
（
創
部
初
）

「
陸
上
競
技
部
」

関
東
大
会
出
場

テ
ニ
ス
部
80
名
（
女
子
54
名
、
男
子
26
名
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
22
名
（
女
子
10
名
、
男
子

12
名
）

剣
道
部
19
名
（
女
子
7
名
、
男
子
12
名
）

柔
道
部
14
名
（
女
子
6
名
、
男
子
8
名
）

ゴ
ル
フ
部
2
名
（
女
子
0
名
、
男
子
2
名
）

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
6
名（
女
子
6
名
、

男
子
0
名
）

卓
球
部
18
名
（
女
子
3
名
、
男
子
15
名
）

ダ
ン
ス
部
91
名
（
女
子
82
名
、
男
子
9
名
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
28
名
（
女
子
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
2
名
、
男
子
26
名
）

サ
ッ
カ
ー
部
270
名
（
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
12

名
、
男
子
258
名
）

ラ
グ
ビ
ー
部
34
名
（
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
6

名
、
男
子
28
名
）

野
球
部
98
名
（
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
5
名
、

男
子
93
名
）

【
２
０
１
４
年
の
主
な
活
躍
】

「
サ
ッ
カ
ー
部
」

・ 

関
東
大
会
東
京
都
予
選
準
優
勝
、
関
東
大

会
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

・ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選
優
勝
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
（
創
部
初
）

「
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

・ 

全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
東
京
予
選　

団

体
戦　

準
優
勝
、
関
東
大
会
出
場

・ 

全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
関
東
予
選　

団

体
戦　

第
５
位
、
全
国
大
会
出
場

「
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

・ 

関
東
大
会
出
場

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
女
子
）」

・ 

関
東
大
会
出
場

「
体
操
競
技
部
」

・ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選　

団
体
総
合

２
位
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

「
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
」

・
第
16
回
関
東
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権

　

現
在
の
駒
澤
大
学
高
等
学
校
の
部
活
動

は
、
34
団
体
。
皆
さ
ん
が
通
っ
て
い
た
時
と

は
だ
い
ぶ
雰
囲
気
も
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
名
物
監
督
も
定
年
を
迎
え
、
ほ

と
ん
ど
の
部
活
動
が
新
た
な
道
を
歩
み
だ
し

て
い
ま
す
。O

B

・O
G

会
の
活
動
が
活
発
な

部
活
動
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
同
窓
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
下

さ
い
。

２
０
１
６
年
５
月
現
在
の
活
動
中
の

部
活
動
と
部
員
数

【
文
化
部
】

吹
奏
楽
部
101
名
（
女
子
86
名
、
男
子
15
名
）

音
楽
部
84
名
（
女
子
56
名
、
男
子
28
名
）

家
庭
研
究
部
48
名
（
女
子
48
名
、男
子
0
名
）

演
劇
部
5
名
（
女
子
3
名
、
男
子
2
名
）

美
術
部
8
名
（
女
子
8
名
、
男
子
0
名
）

英
語
部
24
名
（
女
子
18
名
、
男
子
6
名
）

放
送
部
4
名
（
女
子
4
名
、
男
子
0
名
）

書
道
部
2
名
（
女
子
2
名
、
男
子
0
名
）

写
真
部
13
名
（
女
子
13
名
、
男
子
0
名
）

科
学
研
究
部
5
名
（
女
子
0
名
、男
子
5
名
）

文
芸
部
3
名
（
女
子
2
名
、
男
子
1
名
）

華
道
部
7
名
（
女
子
7
名
、
男
子
0
名
）

校
友
会
20
名
（
女
子
17
名
、
男
子
3
名
）

【
運
動
部
】

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
36
名
（
女
子
36
名
、

男
子
0
名
）

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
23
名
（
女
子
23
名
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
36
名
（
女
子
36

名
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
39
名
（
男
子
39

名
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
49
名
（
女
子
49
名
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
32
名
（
男
子
32
名
）

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
40
名
（
女
子
40
名
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
26
名
（
男
子
26
名
）

陸
上
競
技
部
65
名
（
女
子
29
名
、男
子
36
名
）

部
活
動
の
活
躍
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そ
し
て
同
窓
会
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
第
１
回
は
平
成

25
年
７
月
14
日
に
実
施
し
、
42
名
余
り
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２
回
は
翌
年
、
平
成

26
年
７
月
27
日
に
行
わ
れ
、
33
名
余
り
の
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
、
平
成
27
年
９
月

13
日
に
第
３
回
納
涼
祭
を
実
施
し
、
84
名
の

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
毎
年
毎
年
多
く
の
先

生
方
に
い
ら
し
て
頂
き
、
我
々
同
窓
会
の
役

員
と
致
し
ま
し
て
も
多
く
の
先
生
方
の
元
気

な
姿
を
拝
見
で
き
ま
す
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
こ
の
催
し
は
今
後
も
毎
年
続
け

て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
今
年
は
65
周
年
記

念
式
典
が
あ
る
た
め
実
施
は
致
し
ま
せ
ん
。
来

年
以
降
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年
）
か
ら
駒
澤

大
学
高
等
学
校
同
窓
会
で
は
、
納
涼
祭
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
が
納
涼
祭
を
企
画

し
た
理
由
は
、
卒
業
し
て
か
ら
な
か
な
か
会

え
な
い
恩
師
や
、
仲
間
達
に
会
う
機
会
を
増

や
そ
う
、
そ
う
し
た
交
流
の
場
に
し
よ
う
、



同 窓 新 報（９）

被
災
地
支
援
し
て
い
ま
す

●吹奏楽部岩沼遠征報告●
　本校吹奏楽部は3月26日から27日にかけて、被災地である宮城県岩沼市へ遠征し、約90分のコンサートを
行なって参りました。
　本校の岩沼市復興支援は、校友会が中心となり東日本大震災の翌年から始まりましたが、それ以来毎年
のように吹奏楽部への協力要請を頂いていました。震災から5年、被災地の方々は、今なお復興に向けて日々
尽力されていると聞き、吹奏楽部としては創部50周年を迎えたこの年に、微力ながら社会貢献できればと
いう思いから計画したものです。
　1月に新体制になったばかり、いわば駆け出しの2，3年生63名での演奏は、技術的には決して高いレベル
でのパフォーマンスとは言えませんでしたが、その分精一杯心を込めて全力で取り組んだ90分だったと思
います。最後に沢山の拍手を頂き、少しはお役に立てたかなと感じながら帰路に就きました。
　演奏会前夜に東岩沼仮設住宅で伺った講演、当日の地元岩沼小学校の金管バンド、
玉浦中学校吹奏楽部の皆さんとの共演など、私たちにとっても貴重な経験をさせて頂
きました。この経験を心の糧としてこれからの演奏活動に取り組んで参りたいと思い
ます。
　なお、この遠征に際しまして、同窓会より多大なる援助を頂きましたこと、この場
をお借りしまして衷心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

吹奏楽部顧問　吉野信行

●チアリーディング部岩沼遠征報告●
　2011年3月11日宮城県沖を震源とした東北地方太平洋沖地震が起きました。あれから5年が経とうとして
いますが、チアリーディング部は2012年より岩沼市へ被災地応援活動を行っています。2012年には夏祭りに
参加。目的は「演技を通して現地の方々に元気になってほしい」その思いだけで笑顔を届け、全力で踊る
事が出来ました。「1年経って自分達は忘れられていることが恐い、だから来てくれて嬉しい」と言われた
ことが忘れられません。2013年からは秋の収穫祭に参加、現地のキッズチアダンスチームとも交流を持つこ
とができ、毎年会えることを楽しみにしています。復興も少しずつ行なわれてはいま
すが、被災した方々の辛い思いや、復興における負担を少しでも減らすためには、や
はり直接現地に足を運び、現地の状況を目にすることが大切だと考えます。貴重な体
験をすることが出来たのも、部員の保護者のご理解や校友会の先生方のご協力、そし
て同窓会のご支援を頂いたおかげだと実感しております。この場を借りて感謝申し上
げます。ありがとうございました。

チアリーディング部顧問　土田絵美

65周年記念号平成28年８月１日　発行



▲47期 I 組
　担任 ： 鈴木純行先生
　2015年9月13日／参加 ：10名
　酒と肴

同 窓 新 報 （10）

● クラス会 ●

▲50期 I 組
　担任 ： 濱田敏明先生
　2015年9月26日／参加 ：10名
　八吉　渋谷二の丸店

▲65期 G 組
　担任 ： 平田知香先生
　2015年9月13日／参加 ：18名
　Fields 渋谷

▲56期 D 組
　担任 ： 鈴木純行先生
　2015年3月7日／参加 ：12名
　蔵 宴 港南口店

▲63期 I 組
　担任 ：戸田光信先生
　2015年3月21日／参加 ：11名
　渋谷

65周年記念号平成28年８月１日　発行



同 窓 新 報（11）

● OB・OG 会 ●

▲男子バレーボール部
　顧問 ： 廣谷五郎先生
　2015年12月26日 / 参加 ：75名

▲バスケットボール部男子
　顧問 ： 真間先生
　2015年6月7日／参加 ：13名
　ホテル ゆうぽうと 五反田

▶サッカー部
　顧問 ： 大野祥司 先生
　2015年2月1日／参加 ：60名
　場所： 駒澤大学玉川校舎、
　二子玉川「鳥良」

▲柔道部
　顧問 ： 坪井先生・宮先生
　2015年1月12日／参加 ：30名

▲吹奏楽部
　顧問 ： 吉野信行先生
　2015年1月24日／参加 ：25名

場所： 駒澤大学
　　　深沢校舎洋館大ホール

場所： 駒澤大学高等学校
　　　新館地下ホール

場所： 恵比寿
おばんざい料理
なかよし　はなれ

同窓会では同窓生の親睦・交流を目的に、クラス会、OB 会・
OG 会の開催に助成を行っております。同窓生のみ（同期会）
も「助成費」を申請できます。
また、クラス会（同窓会）などを開くための手助け（担任や同
級生の連絡先など）も出来ますので、お気軽にご相談下さい。
申請の詳しい方法は、同窓会のホームページの「クラス会を開
きたい」をご覧下さい。
また、ホームページには、開催の詳しい報告文も掲載しており
ますので、合わせてご覧頂けますと幸いです。

クラス会、OB・OG 会について
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同 窓 新 報 （12）

▲34期 K 組
　担任 ： 井上保広先生
　2014年10月25日／参加 ：10名
　ホテル南海荘

● クラス会 ●

▲54期 A 組
　担任 ： 濱田先生
　2014年7月5日／参加 ：10名
　古無門

▲16期 B 組
　担任 ： 京滝隆司先生
　2014年7月6日／参加 ：13名
　千歳船橋 割烹 久弥

▲50期 I 組
　担任 ：濱田敏明先生
　2014年8月23日／参加 ：10名
　餃子屋台 渋谷店

▲31期 E 組
　担任 ： 須賀喜一郎先生
　2014年6月28日／参加 ：16名
　ホテルマリナーズコート東京

65周年記念号平成28年８月１日　発行



同 窓 新 報（13）

▲18期  I 組
　担任 ： 佐藤 正先生
　2014年4月20日／参加 ：20名
　新宿栄寿司西口店

● クラス会 ●

▲60期 K 組
　担任 ： 稲村恭子先生
　2014年2月15日／参加 ：12名
　nino ＊ nino

▲58期 C 組
　担任 ： 田中大輔先生
　2014年2月1日／参加 ：18名
　渋谷 黒木屋

▲60期 B 組
　担任 ： 亀田雄人先生
　2014年1月4日／参加 ：10名
　えこ贔屓二子玉川店

▲37期 J 組
　担任 ：久保田 實先生
　2014年3月1日／参加 ：10名
　渋谷東武ホテル
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● OB・OG 会 ●

▲柔道部
　顧問 ： 坪井先生・宮先生
　2014年8月16日／参加 ：15名
　福島県立若松商業高校柔道場

▲男子バスケットボール部
　顧問 ： 真間先生
　2014年7月26日／参加 ：30名
　 新体育館

▲ワンダーフォーゲル部
　顧問 ： 山海先生
　2014年2月15日／参加 ：10名
　銀座・萬福

▲吹奏楽部
　顧問 ： 吉野信行先生
　2014年1月25日／参加 ：50名
　渋谷東武ホテル
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者
で
役
員
会
・
常
任
幹
事
会
・
役
員
総
会
を

経
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

3. 

名
誉
役
員　

若
干
名　

永
年
役
員
の
職

に
あ
り
、
本
会
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ
た
者

で
役
員
会
・
常
任
幹
事
会
・
役
員
総
会
を
経

て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

4. 

特
別
顧
問　
　

1
名　

駒
澤
大
学
高
等

学
校
校
長
と
す
る
。

5. 

顧
問　
　
　

若
干
名　

特
別
会
員
の
中

か
ら
特
別
顧
問
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
11
条　

記
念
総
会

本
会
は
、
原
則
と
し
て
５
年
に
一
度
、
創
立

記
念
総
会
と
し
て
会
長
が
招
集
す
る
。
構
成

は
全
会
員
が
対
象
で
あ
り
、
特
に
審
議
事
項

等
は
設
け
な
い
。

第
12
条　

役
員
総
会
及
び
常
任
幹
事
会

両
会
の
構
成　

1. 

役
員
総
会
の
構
成
は
第
６
条
1
か
ら
7

の
役
員
と
し
、
常
任
幹
事
会
の
構
成
は
第
６

条1
か
ら
6
の
役
員
と
し
、
何
れ
も
第
10
条
1

か
ら
5
の
特
別
役
職
者
と
す
る
。

2. 

両
会
の
招
集
と
通
知

両
会
は
原
則
と
し
て
、
毎
年
１
回
以
上
、
会

長
が
こ
れ
を
招
集
し
会
議
の
目
的
、
内
容
、

日
時
、
場
所
等
を
示
し
て
事
前
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3. 
両
会
の
審
議
事
項

(1) 

両
会
は
以
下
の
事
項
を
審
議
し
議
決
す

る
。

(2) 

事
業
計
画
及
び
事
業
報
告
に
関
す
る
事

項(3) 

予
算
審
議
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項

(4) 

役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

(5) 

会
則
等
の
変
更
に
関
す
る
事
項

(6) 

そ
の
他
の
事
項

4. 

両
会
の
議
長
選
出

両
会
の
議
長
は
そ
の
両
会
に
出
席
し
た
会
員

の
中
か
ら
選
出
す
る
。

5. 

両
会
の
定
足
数

両
会
は
出
席
者
及
び
委
任
状
の
提
出
分
を

も
っ
て
成
立
す
る
も
の
と
す
る
。

5. 

会
計
監
査　

２
名

6. 

常
任
幹
事　

原
則
と
し
て
駒
澤
大
学
高

等
学
校
の
卒
業
年
度
各
期
か
ら
１
名
を
選
出

す
る
。

7. 

幹
事　

原
則
と
し
て
駒
澤
大
学
高
等
学

校
の
卒
業
年
度
各
期
の
各
ク
ラ
ス
か
ら
１
名

を
選
出
す
る
。

第
７
条　

役
員
の
選
任

本
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
委
員
、
会
計
、

会
計
監
査
は
、
正
会
員
及
び
特
別
会
員
の
中

か
ら
、
役
員
会
に
て
選
出
し
、
常
任
幹
事
会

を
経
て
役
員
総
会
に
お
い
て
最
終
承
認
を
受

け
る
も
の
と
す
る
。

第
８
条　

役
員
の
職
務

本
会
の
役
員
は
以
下
の
職
務
を
お
こ
な
う
。

1. 

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
括

す
る
。

2. 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
担
当
部
会

の
統
括
を
行
う
、
又
、
会
長
に
も
し
も
の
事

が
発
生
し
た
時
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

3. 

委
員
は
、
各
部
会
を
担
当
し
そ
の
会
務

を
分
担
す
る
。

4. 

会
計
は
、
本
会
の
会
計
事
務
を
担
当
す

る
。

5. 

会
計
監
査
は
、
本
会
の
会
計
事
務
の
監

査
を
行
い
、
役
員
会
、
常
任
幹
事
会
、
役
員

総
会
に
報
告
す
る
。

6. 

常
任
幹
事
及
び
幹
事
は
各
期
、
各
ク
ラ

ス
を
代
表
し
て
、本
会
の
運
営
に
参
画
す
る
。

第
９
条 

役
員
の
解
任

本
会
の
役
員
が
会
則
に
違
反
し
た
と
き
又

は
、
本
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
行
為
を
し
た

時
は
、
役
員
総
会
の
議
決
に
よ
り
解
任
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

第
10
条　

特
別
役
職
者
と
そ
の
職
務

本
会
は
、
以
下
の
特
別
役
職
者
を
置
き
本
会

の
運
営
に
関
与
し
そ
の
円
滑
化
を
計
る
も
の

と
す
る
。

1. 

名
誉
会
長　

１
名　

会
長
職
の
経
験
者

で
役
員
会
・
常
任
幹
事
会
・
役
員
総
会
を
経

て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

2. 

相
談
役　
　

若
干
名　

会
長
職
の
経
験

駒
澤
大
学
高
等
学
校
　
同
窓
会
　

会
則　

第
１
条　

名
称

本
会
は
、
駒
澤
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
と
称

す
る

第
２
条　

設
置
場
所

本
会
は
、
事
務
局
を
駒
澤
大
学
高
等
学
校
内

に
置
く
。

第
３
条　

目
的

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
併

せ
て
母
校
の
興
隆
発
展
の
た
め
の
諸
活
動
を

行
う
。

第
４
条　

事
業

本
会
は
、
第
３
条
の
主
旨
に
則
り
次
の
事
業

を
行
う
。

1. 

記
念
総
会
及
び
役
員
総
会
の
開
催

2. 

そ
の
他
各
会
の
促
進
及
び
そ
の
費
用
の

負
担
援
助

3. 

同
窓
新
報
の
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新

4. 

会
員
名
簿
の
更
新
と
管
理

5. 

駒
澤
大
学
高
等
学
校
に
お
い
て
必
要
と

認
め
た
事
業
へ
の
負
担
援
助

6. 

そ
の
他

第
５
条　

会
員

本
会
は
、
以
下
の
１
か
ら
３
を
も
っ
て
会
員

と
す
る
。

1. 

正
会
員　

駒
澤
大
学
高
等
学
校
の
卒
業

生
と
す
る
。

2. 

特
別
会
員　

駒
澤
大
学
高
等
学
校
の
現
・

旧
の
教
職
員
と
す
る
。

3. 

賛
助
会
員　

本
会
の
主
旨
に
賛
同
し
併

せ
て
本
会
の
事
業
を
支
援
す
る
者
と
す
る
。

（
企
業
・
団
体
を
含
む
）

第
６
条　

役
員
及
び
そ
の
任
期

本
会
は
、
以
下
の
役
員
を
以
て
運
営
に
あ
た

り
、
任
期
は1

年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

1. 

会
長　
　
　

１
名

2. 

副
会
長　
　

若
干
名

3. 

委
員　
　
　

若
干
名

4. 

会
計　
　
　

若
干
名

6. 

両
会
の
議
決

7. 

両
会
の
議
決
は
、
出
席
し
た
会
員
の
過

半
数
を
以
て
決
し
（
委
任
状
含
む
）
可
否
同

数
の
場
合
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
と
す

る
。

8. 

両
会
の
議
事
録

両
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
議
事
録
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
13
条　

役
員
会

1. 

本
会
の
構
成

本
会
は
、
随
時
必
要
と
認
め
た
場
合
に
会
長

が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
役
員
会
の
構
成
は
第

６
条
1
か
ら
5
の
役
員
と
す
る
。

2. 

本
会
の
招
集
と
通
知

本
会
は
随
時
必
要
と
認
め
た
場
合
に
会
長
が

こ
れ
を
招
集
し
会
議
の
目
的
、
内
容
、
日
時
、

場
所
等
を
示
し
て
事
前
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

3. 

本
会
の
審
議
事
項

本
会
は
以
下
の
事
項
を
審
議
し
議
決
す
る
。

(1) 

事
業
計
画
及
び
事
業
報
告
に
関
す
る
事

項(2) 

予
算
審
議
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項

(3) 

役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

(4) 

会
則
等
の
変
更
に
関
す
る
事
項

(5) 

そ
の
他
の
事
項

4. 

本
会
の
議
長
選
出

本
会
の
議
長
は
本
会
に
出
席
し
た
会
員
の
中

か
ら
選
出
す
る
。

5. 

本
会
の
定
足
数

本
会
は
、
招
集
さ
れ
た
会
員
の
過
半
数
（
委

任
状
を
含
む
）
を
以
て
成
立
す
る
も
の
と
す

る
。

6. 

役
員
会
の
議
決

本
会
の
議
決
は
、
出
席
し
た
会
員
の
過
半
数

を
以
て
決
し
（
委
任
状
含
む
）
可
否
同
数
の

場
合
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
と
す
る
。

7. 

議
事
録
の
作
成

本
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
議
事
録
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
14
条　

各
種
委
員
会
及
び
部
会
の
設
置

　
　
　
　

本
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
役
員
会

の
承
認
に
よ
り
、
各
種
委
員
会
・
部
会
の
設

置
及
び
廃
止
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
15
条　

会
費
及
び
会
計
年
度

本
会
の
運
営
は
、
会
員
か
ら
の
会
費
及
び
寄

付
金
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
尚
、
会
費
の
徴

収
は
以
下
の
手
段
に
よ
る
。

1. 

正
会
員
・
賛
助
会
員
は
、
本
会
入
会
時
に
、

入
会
一
時
金
１
５
，０
０
０
円
を
納
入
す
る
。

2. 

正
会
員
・
賛
助
会
員
は
、
毎
年
年
会
費

と
し
て
３
，
０
０
０
円
を
毎
年
4
月
に
納
入

す
る
。

3. 

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
迄
と
す
る
。

第
16
条　

細
則

本
会
は
、
第
３
条
の
目
的
遂
行
の
た
め
に
別

途
細
則
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

尚
、
細
則
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、
役
員
会
、

常
任
幹
事
会
、役
員
総
会
を
以
て
決
定
す
る
。

第
17
条　

会
則
の
改
廃

本
会
に
お
け
る
会
則
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、

役
員
会
、
常
任
幹
事
会
、
役
員
総
会
の
議
決

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
昭
和
41
年
７
月
10
日

よ
り
適
当
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
昭
和
48
年
12
月
２
日

よ
り
適
用
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
昭
和
51
年
６
月
10
日

よ
り
適
用
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
昭
和
53
年
４
月
１
日

よ
り
適
用
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
昭
和
61
年
４
月
１
日

よ
り
適
用
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
平
成
５
年
６
月
22
日

よ
り
適
用
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
平
成
13
年
６
月
２
日

よ
り
適
用
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
平
成
19
年
５
月
27
日

よ
り
適
用
す
る
。

付
則　

本
会
会
則
は
、
平
成
27
年
５
月
16
日

よ
り
適
用
す
る
。




